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主な内容 村のようす

税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

令和5年1月1日現在

世帯数
人　口
男　性
女　性
面　積

２９１（±０）
４５４（±０）
２３７（±０）
２１７（±０）
274.22k㎡
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年金だより・奈良県医師会健康情報………
診療所だより…………………………………

●放送大学は、4月入学生を募集しています。
●幅広い世代の8万5千人以上の学生が、大学卒業や学びの楽
しみなど、様々な目的で学んでいます。

●福祉・経済・歴史・文学・情報・自然雅楽・心理学等。
300以上の授業科目があり、テレビやインターネットで1科
目がら学ぶことができます。

●資料を無料で差し上げています。
　お気軽に
　放送大学奈良学習センター（TEL：0742-20-7870）まで
ご請求ください。

●出願期間は、第1回は2月28日まで、第2回は3月14日まで。

放送大学
入学生募集のお知らせ

　奈良県労働局では、「育児をしながら働きやすい奈良」をテー
マに、男女労働者がともに働きながら子育てができるよう、ま
た、女性労働者が能力を十分に発揮して働き続けられるよう、厚
生労働大臣認定制度の子育てサポート企業「くるみん認定」、女
性活躍推進企業「えるぼし認定」を行っています。
【認定企業の声】
・働きやすい職場であることを積極的にアピールでき、女性の応
募者、採用が増えた。
・企業イメージ、評判が高まり、社員の士気が上がった。
・女性の離職率が下がった。社員の定着率が上がった。

問 合 せ 先

― 毎月11日は「人権を確かめあう日」―

【1月31日】
・県村民税　　　　　第4期
・国民健康保険税　　第7期
・後期高齢者保険料　第7期

奈良県労働局雇用環境・均等室指導係
TEL　0742-32-0210



　新年あけましておめでとうございます。
　村民の皆様におかれましては、令和５年の新年を健やかにお迎えのこととお慶び申し上げます。
　また、平素より、村議会及び村政運営に対しまして格段のご理解とご協力を賜り議員一同厚くお
礼申し上げます。
　さて、新型コロナウイルス感染症に翻弄されてきましたここ数年、オミクロン株等の新たな変異株が
発生するなど終息に向けた兆しが未だ見えず、ウクライナ紛争や円高も相まって、エネルギーや原

材料価格の高騰により、物価高騰が家計を圧迫するなど、厳しい状況が続いております。
　本村におきましても、イベント等の中止、規模の縮小や、経済活動の縮小等、昨年同様の厳しい一年となりました。
本村議会におきましては、これら諸問題に対し、議員活動を通じてその状況を把握するなど、村民の皆さんのご意見やご要
望をしっかりと行政に伝えるとともに、積極的な活動を行ってまいりたいと考えております。
　一方で、社会経済活動や、平穏な日常生活を取り戻す契機となる新型コロナウイルスワクチン接種事業が円滑におこ
なわれたことに、村民の皆様のご協力と診療所、担当課並びに業務に携われた方々に敬意を表し、引き続きワクチン５回目
の接種にもご協力をお願い申し上げます。全体への投与には期間を必要とすることから、感染拡大防止として、引き続き「三
つの密」の回避、「人と人との距離の確保」、「マスクの着用」、「手洗い等の手指衛生」、「換気」を継続することが重要です。
　また、少子高齢化への対応や、山村振興対策、地域経済の活性化、移住定住の推進、デジタル化、および環境
への意識の高まり、社会の変化など、多くの課題についても、執行機関と互いに村政発展のために取り組んで参りたいと
存じます。
  村民の皆様には、一層のご指導とご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
結びになりますが、新型コロナウイルス感染症の終息を願いつつ、新しい年が穏やかな年となることを、また、村民の皆様
方にとりまして素晴らしい一年となりますことを心からご祈念申し上げ、新年のあいさつといたします。

上北山村議会議長　岩本　泉治

“村民の皆様へ　年頭ご挨拶”　
　　　　　　　　　　　　令和5年元旦

あけましておめでとうございます。令和5年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げたいと存じます。
村民の皆様には、常よりも一方ならぬご協力を賜っていますこと心より厚くお礼申し上げます。

どうか本年も引き続きお力を賜りますよう衷心よりお願い申し上げます。
　さて、昨年を振り返れば、いまだ収束の兆しが見えぬ新型コロナウイルス感染症やロシアの暴挙、それに伴う世界
経済の混乱、元総理の銃撃事件や中国、北朝鮮の軍事的台頭とあまり芳しくない話題が多かったように思いますが、
我々のような奥まった地域でも国内外の動向や世界情勢とは無関係ではおられず、ともかくも平和で安心して暮らせるよ
うな世界となるよう願うところであります。
　そのような中、本村に目を向ければ、昨年は大きな災害もなく穏やかな一年であったように思います。
　ただ、コロナ感染症やウクライナ問題により、物価高や資機材等の調達困難が生じ、日々 の暮らしに影を落とし、
村事業においては事業遅延等の影響が出ました。
　憂慮すべき事態ですが沈静化するにはしばらく時間がかかるかもしれません。とは言え、村政の歩みを止めることは許
されず、国内外の動向を見つめつつ、基本方針である観光産業を基軸とした産業の振興を図りその波及効果により
村活性化への道筋をつけるべく今年も進めてまいります。
　併せて林業の振興、福祉政策の充実、少子高齢化対策等課題は多くありますが、“豊かな村作り、住み易く、
住んで良かったと思える村づくり”の目標を再度噛み締め今年も努力精進してまいる所存でございますので、村民の皆
様におかれましては、どうかお力を貸して頂きたく重ねてお願い申し上げ新年のご挨拶とさせて頂きます。

上北山村長　山室　　潔

謹んで新年のご挨拶を申し上げます
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報
告

①
例
月
出
納
検
査
の
結
果
報
告

　
　

令
和
４
年
９
月
か
ら
11
月

に
行
っ
た
例
月
出
納
検
査
の
結

果
報
告
で
す
。

専
決
処
分
事
項
の
報
告

①
令
和
4
年
度
上
北
山
村
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
8
号
）

　

※
70
万
円
の
増

　
　

移
住
者
用
賃
貸
住
宅
改
修

工
事
請
負
費
の
増
額
に
係
る
補

正
で
す
。

議
案

①
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　
　

人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
給

料
表
の
改
正
と
勤
勉
手
当
の
支

給
率
の
引
き
上
げ
を
行
う
改
正

で
す
。

②
上
北
山
村
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
　

国
の
改
定
に
準
じ
、
議
会

議
員
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を

引
き
上
げ
る
改
正
で
す
。

③
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

国
の
改
定
に
準
じ
、
特
別

職
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
引

き
上
げ
る
改
正
で
す
。

④
上
北
山
村
教
育
委
員
会
教
育

長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

国
の
改
定
に
準
じ
、
教
育

長
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
引

き
上
げ
る
改
正
で
す
。

⑤
上
北
山
村
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　
　

一
般
職
の
職
員
の
給
料
表

の
改
定
が
行
わ
れ
る
と
き
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
給
料
に

つ
い
て
当
該
改
定
の
効
力
は
、

一
般
職
の
職
員
の
給
与
表
改
定

の
施
行
日
の
属
す
る
年
度
の
翌

年
度
の
4
月
1
日
か
ら
と
す
る

改
正
で
す
。

⑥
上
北
山
村
長
期
継
続
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契

約
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
　

物
品
の
借
り
入
れ
又
は
役

務
の
提
供
を
受
け
る
契
約
の
う

ち
、
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
が
で
き
る
契
約
の
種
類

を
定
め
る
も
の
で
す
。

⑦
負
担
付
き
の
寄
附
の
受
納
に

つ
い
て

　

寄
附
を
受
け
る
財
産　

建
物

　

所
在
地　

上
北
山
村
白
川

２
１
４
番
地
５
４

　

構
造　

軽
量
鉄
骨
ス
レ
ー
ト

葺
平
建
て　

1
棟

　

寄
附
者　

白
川
区

⑧
令
和
4
年
度
上
北
山
村
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）

　

※
５
５
８
万
4
千
円
の
増
額

　
　

簡
易
水
道
会
計
シ
ス
テ
ム

等
共
同
整
備
業
務
負
担
金
の
増

額
に
伴
う
補
正
で
す
。

⑨
令
和
4
年
度
上
北
山
村
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　

※
予
算
総
額
は
改
正
前
と
変

わ
り
な
し
。

　
　

財
源
の
組
替
補
正
で
す
。

⑩
令
和
4
年
度
上
北
山
村
国
民

健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
3
号
）

　

※
92
万
7
千
円
の
増
額

　
　

光
熱
水
費
及
び
備
品
購
入

費
の
増
額
に
伴
う
補
正
で
す
。

⑪
令
和
4
年
度
上
北
山
村
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

3
号
）

　

※
9
万
8
千
円
の
増
額

令
和
４
年

12
月 
定
例
村
議
会

　令和4年第4回定例村議会が、12月8日に開会し、報告2件、議案12件が審議・
審査され、上程された報告及び議案はすべて原案どおり承認・同意・可決されました。
審議・審査された報告および議案は下記のとおりです。
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令
和
２
年
度
地
域
支
援
事

業
交
付
金
精
算
返
還
金
の
増
額

等
に
伴
う
補
正
で
す
。

⑫
令
和
4
年
度
上
北
山
村
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
9
号
）

　

※
５
４
９
万
3
千
円
の
増
額

　
　

人
件
費
１
６
５
万
９
千
円

の
減
額
、
電
気
代
の
高
騰
に
よ

る
光
熱
水
費
１
４
３
万
９
千

円
の
増
額
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
委
託

料
１
２
７
万
9
千
円
の
増
額
、

桜
の
平
団
地
解
体
工
事
費
に
係

る
費
用
2
５
０
万
円
の
増
額
等

に
係
る
補
正
で
す
。

■
森
脇
議
員

　

村
内
林
業
の
活
性
化
に
向
け
て

　

ご
存
知
の
と
お
り
本
村
は
、
林
野
率

97
％
と
誠
に
純
粋
な
山
村
で
あ
り
、
そ

の
内
、
人
工
林
率
36
％
、
面
積
約
９
，

５
５
０
ｈ
ａ
で
す
。

　

そ
の
内
容
を
見
ま
す
と
林
齢
50
年
生

以
上
の
杉
・
桧
を
中
心
と
す
る
森
林
が

約
58
％
あ
り
な
が
ら
、
こ
こ
５
・
６
年

間
は
主
伐
や
間
伐
に
よ
る
素
材
生
産
と

し
て
の
事
業
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、「
美

し
い
森
林
整
備
事
業
」
の
補
助
制
度
を

主
に
利
用
し
た
保
育
的
な
間
伐
施
業
を

実
施
し
て
き
た
程
度
で
す
。

　

そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
長
い
間
価
格

の
低
迷
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
村
内
に
は
林
業
事
業
体

と
し
た
事
業
者
が
あ
り
ま
す
が
、
主
に

保
育
間
伐
作
業
と
し
て
請
負
事
業
を
さ

れ
て
お
り
、
素
材
生
産
事
業
者
と
し
て

の
業
務
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
平
成

15
～
16
年
頃
よ
り
従
来
の
業
者
が
撤
去

さ
れ
た
ま
ま
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

他
に
も
い
く
つ
か
の
要
因
が
重
な
る

と
は
思
い
ま
す
が
、
村
の
人
工
林
の
年

齢
構
成
も
、
人
の
社
会
の
状
況
と
同
じ

よ
う
に
、
少
子
高
齢
化
に
似
通
っ
て
い

て
、
更
新
や
転
換
が
無
い
た
め
新
陳
代

謝
が
進
ま
ず
、
施
業
管
理
か
ら
見
放
さ

れ
た
森
林
の
増
加
が
憂
慮
さ
れ
ま
す
。

人
工
林
は
、
や
は
り
人
の
手
を
入
れ
な

け
れ
ば
や
が
て
不
良
木
化
し
、
単
層
林

の
特
徴
と
し
て
土
地
が
荒
れ
、
土
壌
が

弱
ま
り
、
崩
れ
の
リ
ス
ク
が
増
加
す
る

と
思
い
ま
す
。

国
内
に
は
、
複
層
林
化
を
進
め
て
い
る

地
域
も
あ
る
よ
う
で
す
。
広
葉
樹
の
植

栽
で
地
味
を
肥
や
し
、
景
観
に
色
な
ど

変
化
を
与
え
、
水
瓶
機
能
を
高
め
て
土

砂
流
出
を
抑
え
る
な
ど
の
効
用
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
も
、
対
象
地
点

を
絞
り
込
み
な
が
ら
皆
伐
や
間
伐
の
施

業
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
村
内
に

は
、
小
規
模
林
家
の
方
々
で
も
相
談
・

委
託
で
き
る
素
材
生
産
業
者
の
存
在
が

必
要
と
考
え
ま
す
。
併
せ
て
、
ゼ
ロ
か

ら
十
分
に
機
能
を
発
揮
で
き
る
状
態
に

作
業
班
を
育
成
す
る
ま
で
は
、
村
有
林

に
お
け
る
間
伐
か
主
伐
施
業
の
対
象
地

を
提
供
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
作

業
効
率
や
経
営
効
率
の
面
で
考
え
ま
す

と
、
小
規
模
林
家
の
隣
接
地
が
適
正
な

林
齢
で
あ
れ
ば
、
共
同
施
業
で
受
託
等

を
採
れ
る
体
制
の
整
備
も
必
要
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
第
一
義
的
に
は
、
森
林

組
合
に
作
業
班
を
作
る
こ
と
を
要
請
し

て
い
た
だ
き
た
く
、
如
何
で
し
ょ
う
か
。

も
し
駄
目
な
よ
う
で
し
た
ら
、
村
内
で

作
る
方
策
が
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

答
村
長

　

国
土
の
保
全
、
水
源
の
か
ん
養
な

ど
の
多
面
的
機
能
を
有
す
る
森
林
の

整
備
は
、
地
域
に
お
け
る
雇
用
の
創

出
、
林
業
の
振
興
の
み
な
ら
ず
、
水

源
の
確
保
や
河
川
や
山
地
の
保
全
を

通
じ
て
地
域
住
民
全
体
に
恩
恵
を
も

た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
重
要
な
責
務

で
あ
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
。

と
は
言
え
、
森
林
整
備
に
は
費
用
が

か
か
り
、
近
年
の
林
業
不
振
の
中
、

林
家
に
お
い
て
、
も
ち
ろ
ん
村
も
含

ま
れ
ま
す
が
森
林
整
備
財
源
の
確
保

に
知
恵
を
絞
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
財
源
の
１
つ
に

森
林
環
境
譲
与
税
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
は
、
平
成
30
年
５
月
に
成

立
し
た
森
林
経
営
管
理
法
を
踏
ま
え
、

パ
リ
協
定
の
枠
組
み
の
下
に
お
け
る

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の
達

成
や
災
害
防
止
等
を
図
る
た
め
の
森

林
整
備
等
に
必
要
な
地
方
財
政
を
安

定
的
に
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
平
成

31
年
年
３
月
に
「
森
林
環
境
税
及
び

森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
」

が
成
立
し
、「
森
林
環
境
税
」
及
び

「
森
林
環
境
譲
与
税
」
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
「
森
林
環
境
譲
与
税
」
は
、「
森

林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
市
町
村

に
お
い
て
は
、
間
伐
等
の
「
森
林
の

整
備
に
関
す
る
施
策
」
と
人
材
育
成
・

担
い
手
の
確
保
、
木
材
利
用
の
促
進

や
普
及
啓
発
等
の
「
森
林
の
整
備
の

促
進
に
関
す
る
施
策
」
に
充
て
る
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、
村
内
林
業
の
活

性
化
の
後
押
し
と
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
上
で
議
員
の
ご
提
案
で

あ
る
林
業
に
従
事
す
る
作
業
員
の
技

術
向
上
の
た
め
に
村
有
林
の
一
部
を

活
用
す
る
話
で
す
が
、
ま
さ
に
時
機

を
得
た
ご
提
案
で
あ
る
と
感
謝
申
し

上
げ
た
い
で
す
。

　

質
問
に
も
あ
り
ま
す
が
、
森
林
施

業
、
特
に
民
間
の
小
規
模
林
家
に
つ

き
ま
し
て
は
、
森
林
組
合
主
導
の
作

業
班
の
確
保
、
充
実
を
要
請
し
つ
つ

も
、
現
時
点
で
の
課
題
で
あ
る
村
内

小
規
模
林
家
を
守
る
、
山
林
を
守
る

と
い
う
観
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
森
林

組
合
業
務
を
一
部
肩
代
わ
り
出
来
る

よ
う
な
団
体
の
設
立
も
模
索
す
べ
き

で
は
な
い
か
考
え
協
議
、
検
討
中
で
す
。

　

こ
の
団
体
は
、
組
合
と
共
存
、
共

栄
を
旨
（
む
ね
）
と
し
、
と
も
に
上

北
山
村
の
林
業
全
般
の
振
興
、
活
性

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、

組
合
業
務
の
一
部
を
補
完
し
て
も
ら

い
、
合
わ
せ
て
林
業
関
係
協
力
隊
の

受
け
皿
と
し
て
の
機
能
、
そ
し
て
昨

今
言
わ
れ
る
森
林
が
持
つ
公
益
的
機

能
の
恩
恵
を
具
現
化
す
る
役
割
、
例

え
ば
森
林
を
生
か
し
た
教
育
や
観
光

等
、
公
益
的
機
能
を
抽
象
的
な
も
の

と
せ
ず
、
経
済
に
結
び
付
け
る
よ
う

な
組
織
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
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1
月
2
日
（
月
）、
村
振
興
セ
ン
タ
ー
で
令
和
5
年
二
十
歳
を
祝
う
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
4
年
4
月
1
日
よ
り
成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
上
北
山
村
に
お
け
る
令
和
５
年
の
式
典
に
つ

い
て
は
、
20
歳
の
方
を
対
象
に
式
典
の
名
前
を
「
成
人
式
」
か
ら
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
へ
変
更
し
、
ま
た
、
今
年
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
状
況
を
踏
ま
え
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
新
し
く
二
十
歳
を
迎
え
た
方
は
、
平
成
14
年
4
月
2
日
〜
平
成
15
年
４
月
1
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
方
が
対
象
で
、

4
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
教
育
委
員
の
式
辞
、
教
育
長
に
よ
る
記
念
品
の
贈
呈
、
村
長
及
び
議
長
か
ら
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
あ
と
、
成
長
し
て
い

く
過
程
の
写
真
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
中
、
新
し
く
二
十
歳
を
迎
え
た
方
よ
り
両
親
や
恩
師
、
村
の
方
々
へ
の
感
謝
の
思

い
や
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
音
楽
の
贈
り
物
が
あ
り
、
二
十
歳
の
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

〈
今
後
の
抱
負
や
思
い
出
〉
　

　
こ
の
度
、
人
生
の
節
目
の
一

つ
と
も
い
う
べ
き
二
十
歳
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
お
世

話
に
な
っ
た
方
々
に
は
深
い
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
で
す
。

　
現
在
、
私
は
大
学
で
神
学
を

学
ん
で
い
ま
す
。
世
界
へ
視
野

を
向
け
、
新
し
い
考
え
方
に

日
々
触
れ
る
こ
と
は
非
常
に
刺

激
的
で
あ
り
、
成
長
の
機
会
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
精

一
杯
学
び
、
将
来
に
活
か
し
て

い
き
た
い
で
す
。

〈
村
に
一
言
〉

　
ふ
と
し
た
時
に
帰
り
た
く
な

る
、
そ
ん
な
魅
力
が
上
北
山
村

に
は
あ
り
ま
す
。

〈
今
後
の
抱
負
や
思
い
出
〉

　
こ
の
度
、
二
十
歳
に
な
り
ま
し

た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
10
代
が
終

わ
り
、
も
う
本
当
の
大
人
な
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
社
会
人
と
し
て

一
生
懸
命
働
き
、
自
分
の
し
た
い

事
を
し
て
、
人
生
を
楽
し
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
僕
は
約
10
年
上
北
山
村
に
住
ん

で
い
ま
し
た
。

　
人
数
の
少
な
い
同
級
生
た
ち
と

一
緒
に
送
っ
た
学
校
生
活
は
、
今

で
も
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
。
本
当
に

あ
の
頃
に
も
ど
れ
な
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

〈
村
に
一
言
〉

　
今
後
も
、
元
気
あ
ふ
れ
る
上
北

山
村
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

◆
小

　松

　蓮

　太

◆
田

　垣

　内

　稜

〈
今
後
の
抱
負
や
思
い
出
〉　

　
こ
の
度
、
無
事
二
十
歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
こ
の
日
が
迎
え
ら
れ
た
の
も
今
ま
で
育
て

て
く
れ
た
家
族
や
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
、
並
び
に
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た

地
域
の
方
々
の
お
か
げ
で
あ
り
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
私
は
教
師
に
な
る
た
め
に
大
阪
の
大

学
に
通
っ
て
い
ま
す
。
恵
ま
れ
た
環
境
で
将
来

の
た
め
に
好
き
な
こ
と
を
学
べ
て
い
る
こ
の
環

境
に
感
謝
し
、
日
々
目
標
に
向
か
っ
て
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
二
十

歳
と
い
う
大
き
な
節
目
を
機
に
、
大
人
と
し
て

の
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
理
想
の
教
師
に
な
れ

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
村
に
一
言
〉

　
青
々
と
し
た
山
や
澄
ん
だ
川
が
あ
り
自
然
豊

か
な
上
北
山
村
が
大
好
き
で
す
。
帰
省
す
る
た

び
に
心
が
洗
わ
れ
ま
す
。
温
か
い
地
域
性
と
豊

か
な
自
然
が
い
つ
ま
で
も
残
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

〈
今
後
の
抱
負
や
思
い
出
〉　

　
こ
の
度
、
無
事
二
十
歳
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。

　
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
の
も
い
つ

も
見
守
っ
て
く
れ
た
両
親
、
地
域
の

方
々
、
そ
し
て
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
現
在
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
に

な
る
た
め
に
専
門
学
校
で
電
子
と
情
報

の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
か
ら
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ま
で
幅
広
く
学

ん
で
い
ま
す
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
難

し
い
課
題
も
多
く
日
々
勉
強
で
す
。
二

十
歳
を
迎
え
た
こ
の
日
を
機
に
大
人
と

し
て
自
覚
と
責
任
を
持
ち
精
進
し
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〈
村
に
一
言
〉

　
い
つ
ま
で
も
自
然
豊
か
で
、
地
域

の
方
々
が
温
か
い
私
の
自
慢
の
故
郷

で
あ
っ
て
欲
し
い
で
す
。

◆
福

　西

　將

　仁

◆
福

　本

　清

　貴

二十歳を迎えられた方々からメッセージをいただきましたので、紹介します。

令
和
5
年 

　 二
十
歳
を
祝
う
会

小　松　　蓮　太
田　垣　内　　稜
福　西　　將　仁
福　本　　清　貴

新しく二十歳を
       迎えられた皆様

（順不同、敬称略）
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僕
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
上
で
「
税
」
と
い
う
も
の
を
聞
く
機
会
が
あ
る
と
思
う
。
よ
く
消
費
税
と
い
う

言
葉
を
聞
く
が
こ
れ
も
「
税
」
の
一
種
だ
。
僕
は
そ
の
「
税
」
の
歴
史
に
つ
い
て
気
に
な
り
、
調
べ
た
。

　
税
の
歴
史
は
今
か
ら
約
千
三
百
年
前
の
飛
鳥
時
代
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
時
代
に
完
成
し
た
大
宝
律
令
で
は
、

租
、
庸
、
調
と
い
う
税
や
労
役
を
か
け
る
税
の
仕
組
み
が
で
き
た
。
こ
の
時
代
の
税
は
お
金
で
は
な
く
農
作

物
や
布
、
絹
と
い
っ
た
も
の
を
農
民
が
都
に
収
め
る
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
制
度
を
租
庸
調

制
度
と
呼
ぶ
。

　
平
安
時
代
か
ら
は
大
き
な
寺
社
や
貴
族
の
荘
園
が
各
地
に
で
き
、
荘
園
領
主
に
農
民
が
年
貢
や
手
工
業
品
、

採
取
物
、
夫
役
な
ど
を
納
め
る
と
い
っ
た
制
度
に
な
っ
た
。

　
安
土
桃
山
時
代
で
は
全
国
統
一
を
行
っ
た
豊
臣
秀
吉
が
太
閤
検
地
を
行
い
、
農
地
の
面
積
や
収
穫
高
に

合
っ
た
年
貢
を
納
め
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。

　
江
戸
時
代
で
は
、
今
ま
で
と
は
違
い
田
畑
に
課
税
さ
れ
る
年
貢
の
地
租
の
中
心
で
米
な
ど
が
納
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
商
工
業
者
に
は
運
上
金
、
冥
加
金
と
い
っ
た
税
が
納
め
ら
れ
た
。

　
明
治
時
代
に
、
明
治
政
府
が
収
入
の
安
定
を
図
る
た
め
千
八
百
七
十
三
年
に
地
租
改
正
を
実
施
し
、
現
在

の
よ
う
な
お
金
を
納
め
る
税
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
地
租
改
正
で
は
土
地
の
地
価
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
地

租
と
し
て
貨
幣
で
納
め
さ
せ
た
。
し
か
し
、
農
民
が
激
し
く
反
発
し
一
揆
を
起
こ
し
た
た
め
三
パ
ー
セ
ン
ト

で
は
な
く
二
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
下
げ
ら
れ
た
。
こ
の
頃
に
、
所
得
税
や
法
人
税
な
ど
が
導
入
さ
れ
た
。

　
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
戦
費
調
達
の
た
め
に
、
増
税
が
続
い
た
。
現
在
あ
る
税
の
仕
組
み
が
出

来
た
の
は
こ
の
時
代
だ
。

　
千
九
百
四
十
六
年
に
は
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
、
三
大
義
務
の
一
つ
と
し
て
納
税
の
義
務
が
定
め
ら
れ

た
。

　
平
成
元
年
に
は
消
費
税
の
導
入
や
所
得
税
の
減
税
な
ど
に
よ
っ
て
現
在
と
大
差
な
い
税
の
制
度
が
築
か
れ

た
。

　
こ
の
よ
う
に
税
と
い
う
も
の
は
そ
の
時
代
の
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
今
後
は
少
子
高
齢
化
に

よ
り
高
齢
者
の
意
見
が
通
り
や
す
い
世
の
中
を
僕
た
ち
の
よ
う
な
若
い
世
代
の
人
た
ち
が
積
極
的
に
選
挙
な

ど
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
税
の
制
度
は
変
わ
っ
て
い
く
と
思
う
。
平
和
で
安
定
し
た
日
本
の
経
済
を
支

え
て
い
く
た
め
に
も
税
を
納
め
る
の
は
大
切
だ
な
と
改
め
て
思
っ
た
。

　
国
税
庁
で
は
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
と
の

共
催
に
よ
り
、
将
来
を
担
う
中
学
生
が
税
に
関
す
る

こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て
作
文
を
書
く
こ
と
で
、
税
に

つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
ま
た
、
税
に
つ
い
て
正
し
い

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
全
国
の
中

学
生
か
ら
作
文
を
募
集
し
、
本
村
か
ら
応
募
し
た
上

北
山
や
ま
ゆ
り
学
園
8
年
生
の
小
谷
海
さ
ん
の
作
文

が
「
上
北
山
村
長
賞
」
に
選
ば
れ
、
12
月
13
日
（
火
）

に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
表
彰

「
税
の
歴
史
に
つ
い
て
」

上
北
山
や
ま
ゆ
り
学
園
　
第
八
学
年
　
小
谷
　
海

こ
た
に

う
み
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マイナポータルからオンラインで転出届を
提出できるようになります

　令和 5 年 2 月 6 日から、転出届についてマイナポータルを通じたオンラインでの届出が

可能になります。このサービスを利用する方は、転出にあたり上北山村への来村が原則不要

となります。

　電子証明書が有効なマイナンバーカードをお持ちの方で、日本国内での引越しをする方

がご利用いただけます。ご自身で引越しの他、ご自身と同一世帯全員、ご自身以外の世帯員

の方の引越しでも利用可能です。
※マイナポータルを通じて転出届の提出をした後は、別途、転入先市区町村の窓口で転入届等の手続きが必要です。

上北山村修学奨励金の貸与について上北山村修学奨励金の貸与について
修学奨励金制度の目的

　教育の機会均衡を図るため、高等学校、高等専門学校、大学、大学院及び専修学校に進学も

しくは在学する者に修学奨励金を貸与し、有用な人材を育成することを目的としています。

修学奨励金の貸与額

　大学および大学院　　月額 25,000 円以内

　高校および専修学校　月額 20,000 円以内

貸与の申請について（申請期日 4 月 14 日 ( 金 )）

　貸与希望の方は、申請用紙等をお渡ししますので、電話で教育委員会までご連絡ください。

貸与の決定およびその後の手続きについて

　奨学生選考委員会の選考により認められたときは貸与決定の通知をします。その後、契約

書を作成していただき、7 月ごろから貸与開始となります。

償還について

　償還とは、在学期間中に貸与（貸付）を受けた総額を卒業 1 年後から返還していただくこ

とです。この償還金は、後輩の皆さんの就学奨学金として活用されます。なお償還開始後、本

人および保護者が村外に転出する場合は、残額を即時一括償還しなければなりません。

【お問い合わせ】上北山村教育委員会　TEL.07468-2-0066

マイナポータルを通じた
転出届・来庁予定の連絡

2023 年2月6日開始予定

マイナポータル

●●●

民間引越しポータルを通じた
転出届・来庁予定の連絡

今後、民間事業者において
マイナポータル連携を検討

引っ越しポータル

●●●
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確定申告会場は、大変混雑します。
感染症対策の観点からも、

● スマホ専用画面で見やすく操作が簡単！

● 画面の案内に沿って入力するだけで自動計算！

● カメラで給与所得の源泉徴収票を読み取り自動入力！

《吉野税務署で確定申告の相談等を希望される方へ》
▶ 確定申告会場への入場には、「入場整理券」が必要です。
▶「入場整理券」の配付方法は、オンライン（ＬＩＮＥ）での事前発行又は当日配付の２通りです。
　なお、当日配付分は、状況により早めに配付を終了する場合があります。
・相談の状況や内容により、長時間お待ちいただくことがあります。
・「検温」「マスクの着用」「手指の消毒」等の感染症対策にご協力ください。
・発熱等の症状のある方や、体調のすぐれない方は、入場をお断りします。
・ボールペンなどの筆記用具・計算器具等はご持参ください。
・確定申告会場では、スマートフォンを利用した申告書の作成を推進しています。

令和４年分（令和５年１月以降）から青色申告決算書・収支内訳書が
スマホで作成可能となり更に便利になります！

吉野税務署からのお知らせ吉野税務署からのお知らせ

スマホ・パソコンによる e-Tax をご利用ください

ご自宅等から

確定申告は、スマホからがおすすめです！確定申告は、スマホからがおすすめです！

●令和４年分所得税及び復興特別所得税・贈与税の確定申告は、3月15日（水）までです。
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火 災 時 の 通 報
　１１９通報（消防署）
と同時に、役場にも必
ず通報してください。

役　場（代表）２－０００１

ワースリビングかみきた
　診療所
（休日及び午後５時15分以降
　は、役場に転送されます。）

２－００１６

　保健福祉課
　社会福祉協議会

３－０３８０

２－０１２９

教育委員会 ２－００６６

上北山やまゆり学園
２－００２７

やまゆり保育園
２－０２３０

村民総合会館 ３－０３３０

総務課 2－0 0 0 1
企画政策課 2－0 0 0 2
建設課 2－0 0 0 3
住民課 3－0 2 2 3
出納室 9－0 2 0 7
議会事務局 9－0 7 0 3

白川公民館 ３－０１２０

ふるさとふれあい会館
３－０２１８

上下北山衛生センター
　し　尿
　ゴ　ミ

５－２２２７
５－２２５１

吉野警察署河合駐在所

吉野消防署北山分署
２－０００５

５－２４５０

吉野土木事務所
工務第二課 ２－００９８

一般社団法人
ツーリズムかみきた２－０102

関西電力㈱高田営業所
０８００－７７７－８０５１

　毎年 3 月末は、決算期や自動車税の賦課期日の終期等による影響を受け、
自動車の検査・登録の各種申請が、窓口に集中します。
　この時期は、申請者の皆さま方には長時間お待ちいただくなど大変ご迷
惑をおかけすることとなります。
　このような状況を緩和するため、自動車の移転登録（名義変更）や抹消
登録（廃車）等の各種手続き及び検査につきましては、できるだけ早期に
すまされるようお願いします。
　また、お越しの際は、マスクの着用・アルコール消毒等、新型コロナウ
イルス感染症拡大防止へのご協力をお願いします。
　登録及び検査関係の案内につきましては、ヘルプデスク「050-5540-2063」
（音声又は FAX サービス）により 24 時間行っています。
　また、近畿運輸局ホームページ「http://wwwtb.mlit.go.jp/kinki/)」で、
各種手続き案内を掲載していますのでご利用ください。

１. 応募資格                                             　　　　　　　　　　　　
18 歳以上 33 歳未満　※採用予定月の末日現在

２. 受　付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和５年 2 月 14 日 ( 火 ) 締切

３. 試　験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和５年 2 月 18 日 ( 土 ) 筆記試験、口述試験、適性検査、身体検査　　
※筆記試験、適性検査はＷＥＢ試験を予定

１. 応募資格　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　【一般】18 歳以上 34 歳未満　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　【技能】18 歳以上で国家免許資格等を有する者 ( 資格により年齢上限は　
　 　　　  53 歳～ 55 歳未満 )
２. 受　付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和５年 4 月 6 日 ( 木 ) 締切

３. 試　験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和５年４月 8 日 ( 土 ) ～ 23 日 ( 日 ) の指定する１日　　　　　　　　
筆記試験、口述試験、適性検査、身体検査 　　　　　　　　　　　　　
※筆記試験、適性検査はＷＥＢ試験を予定

１. 応募資格　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
22 歳以上 26 歳未満 (20 歳以上 22 歳未満のものは大卒 ( 見込含 )、修士
課程修了者等 ( 見込含 ) は 28 歳未満の者 )※令和６年４月１日現在

２. 受　付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和５年３月 1 日 ( 水 ) ～４月 14 日 ( 金 ) まで

３. 試　験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１次試験：筆記試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和５年 4月 22 日 ( 土 )、23 日 ( 日 ) ※4 月 23 日は海・空飛行要員のみ
２次試験：小論文試験、口述試験、身体検査　　　　　　　　　　　　　
２次試験は、１次合格時に通知します。

早めの自動車検査・登録をお願いします早めの自動車検査・登録をお願いします

近畿運輸局奈良運輸支局登録部門　TEL：050-5540-5063
（ガイダンスが流れましたら、037 をプッシュしてください。）

FAX：0743-23-0020

自衛隊奈良地方協力本部五條地域事務所
☎０７４７-２２-３７８９
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年金だより

●所得審査に基づく支給額の変更
　20歳前に初診日がある病気やケガで障害が残った場合、20歳になった時※１に障害
等級の1級または2級の障害状態にあれば障害基礎年金が支給されますが、20歳前障
害基礎年金には本人の所得制限があります。　
　前年所得を確認して所得制限に該当する場合は、12月に支給される年金から支給額
が変更されます。また、前年所得に基づく支給対象期間は、令和3年度から「10月分
～翌年9月分※２」に変わりました。
　※１：障害認定日が20歳以上の場合は、「障害認知日」時点の障害状況で審査します。
　※２：令和2年度の前年所得に基づく支払対象期間は「8月分～翌年9月分」です。
　　　   令和元年度以前の前年所得に基づく支払対象期間は「8月分～翌年7月分」です。

●所得による制限
　20歳前障害基礎年金は。年金受給者本人の前年所得が政令で定められた金額を超え
た場合は、その年の10月から翌年9月までの間、全額または半額の年金が支給停止さ
れます。　
●その他の制限
　所得の審査以外にも年金の支給が制限される場合があります。
　①恩給や労災保険の年金等の政令で定められた給付をうけられる場合
　②国内に住所を有しなくなった場合
　③刑事施設等への拘禁、または少年院等に収容されている場合

20歳前障害基礎年金20歳前障害基礎年金

　起立性調節障害（以下OD）は、思春期の子どもたちの約１割が発症すると言われる頻度の高
い心身症の一つです。立っていると気持ちが悪くなる、朝起きにくい、少し歩くと動悸や息切れが
する、食欲不振、全身倦怠感、頭痛、めまい、乗り物酔いしやすい等の症状があり、特に午前中に
調子が悪くなる傾向があります。症状が強ければ、日常生活に支障をきたすこともあります。原
因としては、自律神経機能の不調による起立時の脳への血流低下と考えられていますが、遺伝的
素因、生活習慣、心理社会的ストレスなども大きく影響します。
　ODには４つのタイプがあります。起立直後から血圧低下がみられ、血圧の回復が遅れる起立
直後性低血圧（INOH）、血圧低下を伴わず著しい脈拍増加を認める体位性頻脈症候群
（POTS）、起立直後の血圧低下はないものの数分経過すると血圧が低下してくる遷延性起立性
低血圧、起立中に意識消失を伴う神経調節性失神（NMS）です。
　検査は起立後の血圧低下や脈拍数の変化を確認します。現在は、血圧が低下している時間な
どを自動で測定できる血圧計が開発され、検査も簡易にできるようになりました。
　治療法としては規則正しい生活リズムを心掛け、塩分１日１０ｇ以上、水分２Ｌ以上を目標に摂取
するようにします。日中は身体がだるくても、あまり横にならないようにし、散歩などの軽い運動
をすることも有効です。タイプによってはお薬を服用することで改善する場合もありますので、
症状が気になる方は一度検査を受けられることをお勧めします。

起立性調節障害

奈良県医師会
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上北山村国民健康保険診療所
医 師 浅 香 幸 久

95
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場
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水
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補
給
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な
る
の
は
、
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熱
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冬
に
は
脳
卒
中
や
心
筋
梗

塞
の
発
症
が
増
え
ま
す
。
こ

れ
は
、
寒
く
な
っ
て
血
圧
が

上
昇
す
る
こ
と
も
一
因
で
は
あ

り
ま
す
が
、
水
分
補
給
も
大

い
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
寒

く
な
っ
て
汗
を
か
か
な
く
な

り
、
の
ど
の
渇
き
を
自
覚
し

に
く
く
な
る
冬
場
は
水
分
摂

取
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
水

分
摂
取
が
少
な
い
と
、
血
液

の
粘
度
が
あ
が
り
、
い
わ
ゆ

る
ド
ロ
ド
ロ
の
状
態
と
な
り

ま
す
。
ド
ロ
ド
ロ
血
液
に
よ
っ

て
、
血
管
が
詰
ま
り
や
す
く

な
り
、
結
果
と
し
て
脳
卒
中

や
心
筋
梗
塞
を
引
き
起
こ
す

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
時
は
脱
水
の
サ
イ
ン

●
肌
の
乾
燥

　
肌
の
乾
燥
は
水
分
不
足
の

サ
イ
ン
。
冬
は
空
気
が
乾
燥

し
て
い
る
の
で
肌
の
乾
燥
対

策
と
し
て
、
皮
膚
表
面
の
保

湿
に
は
注
意
し
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
体
の
内

部
か
ら
の
水
分
の
補
給
も
必

要
で
す
。

●
口
の
粘
り

　
口
の
中
が
何
だ
か
ネ
バ
ネ

バ
す
る
…
と
感
じ
た
ら
、
脱

水
が
始
ま
っ
て
い
る
サ
イ
ン
。

水
分
不
足
が
起
き
て
い
ま
す
。

●
体
が
だ
る
い

　
体
が
だ
る
い
、
気
力
が
出

な
い
と
い
う
場
合
も
脱
水
が

起
き
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

●
め
ま
い
が
す
る

　
め
ま
い
や
立
ち
く
ら
み
、

ふ
ら
つ
く
と
い
っ
た
場
合
は

脱
水
が
か
な
り
進
行
し
て
い

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
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と
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
！

11

広　報 かみきたやま



かみきたやま広　報

2023

No.658
1月

主な内容 村のようす

税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

令和5年1月1日現在

世帯数
人　口
男　性
女　性
面　積

２９１（±０）
４５４（±０）
２３７（±０）
２１７（±０）
274.22k㎡
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新年の挨拶……………………………………
令和5年二十歳を祝う会……………………
税の作文……………………………………
上北山村修学奨励金の貸与について………

Ｐ８
Ｐ９～12
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Ｐ11

吉野税務署からのお知らせ………………
お知らせ………………………………………
年金だより・奈良県医師会健康情報………
診療所だより…………………………………

●放送大学は、4月入学生を募集しています。
●幅広い世代の8万5千人以上の学生が、大学卒業や学びの楽
しみなど、様々な目的で学んでいます。

●福祉・経済・歴史・文学・情報・自然雅楽・心理学等。
300以上の授業科目があり、テレビやインターネットで1科
目がら学ぶことができます。

●資料を無料で差し上げています。
　お気軽に
　放送大学奈良学習センター（TEL：0742-20-7870）まで
ご請求ください。

●出願期間は、第1回は2月28日まで、第2回は3月14日まで。

放送大学
入学生募集のお知らせ

　奈良県労働局では、「育児をしながら働きやすい奈良」をテー
マに、男女労働者がともに働きながら子育てができるよう、ま
た、女性労働者が能力を十分に発揮して働き続けられるよう、厚
生労働大臣認定制度の子育てサポート企業「くるみん認定」、女
性活躍推進企業「えるぼし認定」を行っています。
【認定企業の声】
・働きやすい職場であることを積極的にアピールでき、女性の応
募者、採用が増えた。
・企業イメージ、評判が高まり、社員の士気が上がった。
・女性の離職率が下がった。社員の定着率が上がった。

問 合 せ 先

― 毎月11日は「人権を確かめあう日」―

【1月31日】
・県村民税　　　　　第4期
・国民健康保険税　　第7期
・後期高齢者保険料　第7期

奈良県労働局雇用環境・均等室指導係
TEL　0742-32-0210

広　報 かみきたやま


